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校
務
Ｄ
Ｘ
の
進
め
方
を

事
例
に
紐
づ
け
て
解
説

次
世
代
校
務
Ｄ
Ｘ
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
―
都
道
府
県
域
内
全
体

で
取
組
を
進
め
る
た
め
に
―

校
務
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
上
で

ポ
リ
シ
ー
策
定
は
必
須

教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

……………………………………

……………………………………

次
世
代
校
務
Ｄ
Ｘ
と
は
、

ク
ラ
ウ
ド
上
で
の
校
務
実
施

を
前
提
と
し
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
フ
リ
ー
や
デ
ー
タ
利
活
用

・
デ
ー
タ
連
携
を
通
じ
て
利

便
性
を
図
り
教
育
の
質
の
充

実
に
資
す
る
新
し
い
校
務
の

在
り
方
の
こ
と
。
２
０
２
３

年
３
月
に
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
の
下
で
の
校
務
Ｄ

Ｘ
に
つ
い
て
〜
教
職
員
等
の

働
き
や
す
さ
と
教
育
活
動
の

一
層
の
高
度
化
を
目
指
し
て

〜
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

ク
ラ
ウ
ド
上
で
の
校
務
実
施

を
前
提
と
し
た
次
世
代
校
務

Ｄ
Ｘ
の
姿
が
示
さ
れ
、
強
固

な
ア
ク
セ
ス
制
御
に
よ
る
対

策
を
前
提
と
す
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
考
え
方
が
導
入
さ
れ

た
。
し
か
し
具
体
的
に
ど
う

校
務
Ｄ
Ｘ
に
落
と
し
込
め
ば

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
次

世
代
の
校
務
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
実
証
事
業
の
報
告
を
見
て

も
具
体
的
な
実
装
が
わ
か
ら

な
い
、
適
切
な
提
案
が
得
ら

れ
な
い
な
ど
の
様
々
な
疑
問

が
届
く
こ
と
か
ら
、
校
務
Ｄ

Ｘ
に
関
す
る
近
年
の
自
治
体

の
取
組
を
整
理
。
校
務
Ｄ
Ｘ

を
進
め
て
い
る
各
自
治
体
の

Ｗ
Ｇ
や
検
討
委
員
会
の
構

成
、
選
択
し
た
シ
ス
テ
ム
や

ツ
ー
ル
、
仕
組
み
な
ど
に
つ

い
て
、
校
務
Ｄ
Ｘ
推
進
の
必

要
事
項
と
紐
づ
け
て
取
り
ま

と
め
た
。
本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
、「
今
の
環
境
で
で
き
る
校

務
Ｄ
Ｘ
の
実
施
」
と
「
環
境

整
備
を
伴
う
校
務
Ｄ
Ｘ
の
実

施
」
に
分
け
て
整
理
。
前
者

に
つ
い
て
は
汎
用
ク
ラ
ウ
ド

ツ
ー
ル
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活

用
に
つ
い
て
も
言
及
。
後
者

に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
域

内
全
体
で
、
主
に
市
町
村
教

育
委
員
会
が
設
置
す
る
小
中

学
校
（
義
務
教
育
学
校
、
特

別
支
援
学
校
、
中
等
教
育
学

校
前
期
課
程
を
含
む
）
で
次

世
代
校
務
Ｄ
Ｘ
環
境
を
整
備

・
運
用
す
る
こ
と
を
想
定
。

こ
の
ほ
か
各
教
育
委
員
会
が

単
独
で
進
め
る
場
合
や
、
市

町
村
教
育
委
員
会
が
設
置
す

る
小
中
学
校
以
外
の
学
校
や

附
属
学
校
を
置
く
国
公
立
大

学
法
人
、
学
校
法
人
、
学
校

設
置
会
社
に
も
参
照
し
て
ほ

し
い
と
し
て
い
る
。

教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
２
０
２
５
年
３
月

改
定
）
と
同
時
に
そ
の
基
本

的
な
考
え
方
と
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
す
る
も
の
と
し
て
、

「
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

も
公
開
。
教
育
委
員
会
及
び

学
校
に
必
要
と
さ
れ
る
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
高
度
化

し
、
そ
の
重
要
度
は
一
層
、

増
し
て
い
る
。
一
方
で
２
０

２
４
年
度
時
点
で
は
教
育
委

員
会
独
自
の
教
育
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
定
め

て
い
る
割
合
は
約
５
割
に
留

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

文
科
省
は
憂
慮
し
て
い
る
。

そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。

教
育
情
報
に
関
す
る
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
は
「
基

本
方
針
」
と
「
対
策
基
準
」

「
実
施
手
順
」
で
構
成
さ
れ

て
お
り
「
基
本
方
針
」
は
地

方
公
共
団
体
と
し
て
首
長
部

局
と
共
通
の
も
の
。
し
か
し

こ
の
「
基
本
方
針
」
の
み
で

は
、
文
科
省
の
目
指
す
校
務

Ｄ
Ｘ
の
達
成
が
難
し
い
。
教

育
現
場
に
は
児
童
生
徒
が
学

校
の
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス

し
て
学
習
活
動
等
を
実
施
す

る
等
、
首
長
部
局
の
行
政
事

務
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
る

た
め
だ
。
そ
こ
で
教
育
委
員

会
ご
と
に
教
育
現
場
な
ら
で

は
の
特
徴
を
考
慮
し
た
運
用

方
法
が
可
能
と
な
る
よ
う

「
対
策
基
準
」
や
「
実
施
手

順
」
を
設
け
た
。
こ
の
策
定

が
５
割
に
留
ま
っ
て
い
る
こ

と
は
、
ク
ラ
ウ
ド
活
用
や
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
リ
ー
の
校
務

の
円
滑
な
実
施
を
阻
害
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

本
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
教

育
委
員
会
独
自
の
教
育
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
策

定
が
求
め
ら
れ
る
理
由
を
第

１
章
及
び
２
章
で
解
説
。
第

３
章
で
は
項
目
ご
と
に
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
と

教
育
現
場
に
お
け
る
教
育
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

策
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
紐
づ
け

て
示
し
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
２
０
２
５
年
３
月
、
「
次
世
代
校
務
Ｄ
Ｘ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
―
都
道
府

県
域
全
体
で
取
組
を
進
め
る
た
め
に
―
」
と
「
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
・
公
表
し
た
。
前
者
は
各
教
育
委
員
会
が
次
世
代
校
務
Ｄ
Ｘ
を

進
め
る
際
に
積
極
的
に
参
考
に
で
き
る
よ
う
に
、
後
者
は
自
治
体
自
ら
が
教
育
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
・
見
直
し
を
適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
わ
か
り
や

す
さ
に
配
慮
し
て
作
成
。
い
ず
れ
も
教
育
委
員
会
を
主
な
読
み
手
と
し
て
想
定
し
て
い

る
が
、
校
務
Ｄ
Ｘ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
附
属
学
校
を
置
く
国
公
立
大
学
法
人
、

学
校
法
人
、
学
校
設
置
会
社
に
も
参
照
し
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
。

４
月
１７
日
、
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
（
Ｐ
Ｂ
Ｔ
に

よ
る
教
科
調
査
）
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
４
月
１４
日
〜
１７

日
に
は
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
利

用
し
Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式
に
よ
り
中

学
校
理
科
（
３
年
に
１
回
実

施
）
及
び
中
学
校
生
徒
質
問

調
査
も
実
施
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
及
び

Ｉ
Ｒ
Ｔ
調
査
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
た
本
調
査
結
果
の
公

表
に
つ
い
て
今
年
度
は
次
の

よ
う
に
改
善
す
る
。

①
Ｉ
Ｒ
Ｔ
に
基
づ
く
結
果

に
つ
い
て
生
徒
に
は
、
正
答

数
・
率
に
代
え
て
、
問
題
の

難
易
度
等
と
関
連
付
け
た
５

段
階
の
Ｉ
Ｒ
Ｔ
バ
ン
ド
で
表

示
・
返
却

②
結
果
返
却
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
前
倒
し
（
Ｐ
Ｂ
Ｔ
で
実

施
す
る
教
科
を
含
む
）
。
児

童
生
徒
の
学
び
へ
の
還
元
を

最
優
先
に
、
学
校
へ
の
結
果

返
却
の
時
期
を
前
倒
し
し
、

７
月
１４
日
に
返
却
を
予
定
。

そ
の
後
、
全
国
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
分
析
結
果
を
７
月
末

に
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市

別
デ
ー
タ
を
８
月
以
降
に
公

表
す
る
（
後
述
）

③
長
期

欠
席
児
童
生
徒
、
特
別
な
教

育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
、
外
国
人
児
童
生
徒

等
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒

の
調
査
へ
の
参
加
状
況
を
把

握
し
、
支
援
策
の
検
討
・
充

実
に
つ
な
げ
る
。
本
デ
ー
タ

に
つ
い
て
は
実
施
後
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
り
把
握
。

な
お
８
月
以
降
に
公
表
予

定
で
あ
る
都
道
府
県
・
指
定

都
市
別
デ
ー
タ
は
次
を
予

定
。
▼
正
答
率
・
Ｉ
Ｒ
Ｔ
ス

コ
ア
の
分
布
を
箱
ひ
げ
図
を

用
い
て
提
示

▼
学
力
層
の

分
布

▼
学
力
や
質
問
調
査

結
果
の
状
況
を
散
布
図
に
よ

り
提
示

▼
都
道
府
県
・
指

定
都
市
別
結
果
チ
ャ
ー
ト
を

提
示
。
教
科
を
中
心
と
し
た

学
力
・
学
習
状
況
と
学
習
習

慣
、
自
己
有
用
感
等
を
示
し

た
チ
ャ
ー
ト
を
２
種
類
公

表
。
よ
り
細
や
か
に
分
析

▼
こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
く

文
章
に
よ
る
説
明
を
都
道
府

県
・
指
定
都
市
別
に
試
行
的

に
ま
と
め
る
。

調
査
結
果
の
取
扱
い
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は

引
き
続
き
検
討
を
実
施
。
２

０
２
６
年
度
以
降
も
さ
ら
に

改
善
・
充
実
す
る
考
え
だ
。

本
Ｗ
Ｇ
の
次
回
会
議
は
５

月
。な

お
２
０
２
６
年
度
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
関

す
る
実
施
要
領
は
、
本
年
１２

月
に
策
定
予
定
。

７／１４文部科学省からの結果公表（第１弾）
・個人票に掲載される全国値
【PBT教科】全国の平均正答率など
【CBT教科（中学校理科）】IRTバンドごとの
生徒の割合など
・学校向け結果帳票の提供
・提供情報は従来と同様。設置管理者にも共有
・学校は受領後、児童生徒・保護者に返却可

７／２２ 教育委員会向け結果帳票の提供
・他の都道府県・指定都市に関する情報は提供し
ない

７月末 文部科学省からの結果公表（第２弾）
・全国データに基づく分析 調査結果の分析

８月 都道府県・指定都市別データの作成（学習指導
の改善・充実説明会）
・分布や習熟度に目配りした統計表やグラフ
・学力や質問調査結果の関係を示す散布図
・都道府県・指定都市別ノート（試行）の作成

秋 文部科学省からの結果公表（第３弾）
・都道府県・指定都市別データ

学習指導要領の検討が始まっている。GIGA 端末と
クラウド環境、自由進度学習、学びの多様化――これ
らを支える教員の業務改善。しかしそもそもの労働
人口減がいよいよ深刻になっている。業務改善はも
ちろんだが、教員のなり手確保に向けた特別優遇策
など革新的な一手が求められる

２‐５面 EDIX東京
６ 面 高等学校 IT活用セミナー報告
７ 面 教育委員会・学校ニュース
８‐９面 学校図書館特集
１０‐１１面 学校施設特集
１２ 面 【鼎談】NEXT GIGA・次世代校務DX

基本方針：教育情報セキュリティポリシーにおいては地方
公共団体が策定したものを準用
対策基準：ガイドラインに基づき各教育委員会が策定・見
直したもの
実施手順：対策基準に基づき具体的なシステムや手順、手
続に展開して個別の実施事項を定めるマニュアル。教育委
員会等は各自治体の実態を踏まえた実施手順のひな形を策
定し、各学校はひな形に基づき策定・見直しを行う

能
美
市
立
浜
小
学
校
（
中

野
孝
子
校
長
）
で
は
、
学
び

の
Ｄ
Ｘ
と
校
務
Ｄ
Ｘ
の
両
面

か
ら
授
業
改
善
に
取
り
組

み
、
児
童
の
資
質
・
能
力
の

育
成
を
進
め
て
お
り
、
教
育

Ｄ
Ｘ
に
係
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定

し
て
、
そ
れ
ら
を
達
成
し
て

持
続
的
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

例
え
ば
、
学
び
の
Ｄ
Ｘ
で

は
、
低
学
年
か
ら
教
科
書
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
情
報
端
末
で

読
み
取
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を

活
用
し
た
個
別
学
習
を
進
め

て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
習
計

画
表
や
探
究
シ
ー
ト
を
活
用

し
て
複
線
型
学
習
を
進
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
学
び

の
Ｄ
Ｘ
で
は
、
全
学
年
が
情

報
端
末
を
学
習
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
で
き
る
場
面
を
設
定

し
て
、
主
体
的
な
学
び
を
進

め
る
よ
う
に
積
極
的
に
支
援

し
て
い
る
。

校
務
Ｄ
Ｘ
で
は
、
職
員
会

議
や
行
事
予
定
、
出
席
管

理
、
校
内
研
や
学
校
評
価
と

い
っ
た
広
範
囲
の
校
務
の
情

報
化
を
推
進
。
こ
れ
に
よ
り

校
務
の
効
率
化
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
、
教
師
は
授
業
改

善
に
取
り
組
む
時
間
の
確
保

と
心
の
ゆ
と
り
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

令
和
の
日
本
型
学
校
教
育

を
進
め
る
に
は
、
教
師
が
教

材
や
学
習
材
を
工
夫
し
て
、

子
供
た
ち
に
学
び
を
委
ね
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
学
習
ツ
ー
ル

の
１
つ
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
だ
け
で
な

く
、
学
び
の
Ｄ
Ｘ
と
校
務
の

効
率
化
を
１
セ
ッ
ト
で
進

め
、
教
師
の
働
き
方
改
革
に

も
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

３
月
末
、
東
京
都
立
世
田

谷
泉
高
等
学
校
、
静
岡
県
立

沼
津
東
高
等
学
校
、
山
梨
県

立
笛
吹
高
等
学
校
、
大
阪
府

立
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
高
等
学
校
、
静
岡
県
立

静
岡
中
央
高
等
学
校
、
山
形

県
立
小
国
高
等
学
校
の
事
例

が
全
国
の
高
校
の
学
び
を
伝

え
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
マ

ナ
ビ
カ
エ
ル
」
に
公
開
さ
れ

た
。
世
田
谷
泉
高
等
学
校
で

は
不
登
校
経
験
の
あ
る
生
徒

が
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
目
的
を
明
確
に

し
た
居
場
所
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
。
沼
津
東
高
等
学
校

で
は
普
通
科
・
理
数
科
の
混

合
チ
ー
ム
に
よ
る
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
を
１
年
生
が
企
画
。

笛
吹
高
等
学
校
で
は
研
究
開

発
学
校
と
し
て
１
年
目
か
ら

教
科
横
断
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
型
の

新
教
科
「
笛
吹
グ
ロ
ー
カ

ル
」
を
実
施
。
大
阪
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
等
学
校

は
地
元
に
密
着
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
地
域
連
携
で
生
徒
の
ビ

ジ
ネ
ス
感
覚
を
育
ん
で
い

る
。
静
岡
中
央
高
等
学
校
で

は
定
時
制
・
通
信
制
共
同
で

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
づ
く
り
に
着
手
。
小

国
高
等
学
校
で
は
「
白
い
森

未
来
探
究
学
」
に
よ
り
生
徒

の
行
動
力
、
発
信
力
が
向
上

し
た
。
▼
詳
細
＝https:/

/www.mext.go.jp/ma
nabikaeru/
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校務ＤＸ・教育ＤＸで
学びの質も業務も改善
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学びの質も業務も改善
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ＧＩＧＡ第２期の個別最適な学び
～石川県能美市立浜小学校～～石川県能美市立浜小学校～
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教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

次
世
代
校
務
Ｄ
Ｘ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
・
公
表

情報セキュリティポリシーの体系

④学びのＤＸと校務ＤＸの両面からの授業改善④学びのＤＸと校務ＤＸの両面からの授業改善

強固なアクセス制御による対策の実装事例の１つとして
各教委の事例を掲載。要素技術に用いたツールも示した

１年算数でのＱＲコード読み取り

４年算数での学習計画表

小国高等学校、沼津東高等学校
大阪ビジネスフロンティア高等学校
笛吹高等学校、静岡中央高等学校
世田谷泉高等学校の事例を公開

（１） ２０２５年（令和７年）４月２１日（月曜日）

２０２５年度学テ中学校理科でCBT２０２５年度学テ中学校理科でCBT
公表スケジュールや
結果分析など改善

２０２５年度全国学力・学習状況調査
結果提供・公表スケジュール（案）

学力・学習状況と学習習慣、
自己有用感等を示したチャ
ートを２種類公表予定

教育マルチメディア
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